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はじめに

国土交通省 BIM推進会議標準化タスクフォース、属性項目の標準化における成果物として

「標準属性項目リスト」「属性項目の解説書」の改訂版を提示する運びとなりました。

建設業界におけるデジタル化と効率化を推進し、共通の基準となる BIMの属性情報ガイド

ラインを提供することを目的として提示いたしました。

皆様のご協力と知恵の結集により、この成果物が業界標準として広く受け入れられると

ともに、議論のたたきとして意見を出し合ってまとまっていくことを期待していますので、

何卒、ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2026年03月13日
標準化タスクフォース

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

改訂

改訂履歴

標準属性項目リストの概要書

頁 改訂Ver タイトル 改訂内容

- Ver1.0 初版 初版発行

11 Ver2.0 用語集の別版化
付録の用語集を別版として発行、本書からは削除
構成変更に伴い、 p11 「標準属性項目リストの構成」を修正

20 Ver2.0 3章 標準属性項目リストの使用 方法 の追加
標準属性項目リストの使用イメージ具体化のため、「 3章 標準属性項目リス
トの使用方法」を追加

- Ver2.0 Ver1.0「 2章 これまでの検討・作業概要」の削除
概要書のシンプル化のため、 Ver1.0「 2章 これまでの検討・作業概要」を削
除、検討・作業概要については環境整備部会報告資料を参照

09 Ver2.0 スコープ 外部データの位置・ユースケースのフィルタなど、各項目との関連性を修正

15 Ver2.0
誤解をされやすい項目：①  ヘッダの構成  – フィル
タセット

フィルタセットの使い方に対し、より理解を深めてもらうため、今年度概要
書の記述内容を見直した（加えて、用語集にその記述を追加）

2024年12月に公開した「素案」から変更となった箇所をまとめています

V1V2の改訂履歴のみでOK

頁 改訂Ver タイトル 改訂内容

ID② IDの付与についての説明ページを追加

IDの公開につき、説明を変更
その他、同様の他ページも同一

ヘッダの構成 – 共通

 部位別と工種別 (既製・場所打ち )）
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標準化タスクフォースの目的1
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標準化TF

標準化タスクフォースの目的

BIMの将来像と工程表 –データ連携環境の整備

データ入力ルール等の整備（データの標準化）とデータの受け渡しルール等の共通化を進めることで、

設計・施工・維持管理等プレーヤー間での BIMデータの横断的活用を進め、建築分野における生産性向上を実現する。

引用：第 11回BIM/CIM推進委員会「建築分野における検討 WG（建築 BIM推進会議）の活動状況について」令和 6年2月22日

用語の整理を行った結果、「標準パラメータリスト」ではなく、「標準属性項目リスト」と名称を改めました。

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

標準化タスクフォースの目的

背景

BIMの普及

BIMデータの利活用

部会1 部会2 部会3 部会4 部会5

各部会や関係団体が独自の視点で標準化に向けた取り組みを推進

BIMの普及が加速

BIM標準の重要性

BIM標準の整合性

BIM標準指針の例示
属性情報の

標準化

ソフト間で

の連携

外部データ

との連携

BIMデータ

外部データとの連携

ソフト間での連携

BIM推進会議の各部会・関係団体を横断する組織として活動

国内における BIMの普及が加速するにつれて、

BIMデータの利活用による業界の枠を超えた効

率化や生産性の向上に注目が集まる。

業界を代表する様々な団体が BIMデータの利活

用に向けて、標準ルールやガイドラインを作

成して、 BIMデータの利活用を推進。

国内における BIM標準ルールやガイドラインの

整合性を取り、広い範囲で BIMデータを利活用

するための横断するタスクフォースを設立。

BIMをデータベースとして利活用するための、

属性情報の標準化、ソフト間での連携、外部

データとの連携の指針などを検討。

属性情報の標準化

関係

団体

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

標準化タスクフォースの目的

目的

本タスクフォース における「標準化」とは

建築生産のフローすべてをルールで雁字搦めにするのではなく、必要もしくは当たり前な部分を属人化される

ことなく共通認知できるようにするための 参照点として整理することを目的としています。

そのため、これまで各企業で進めていた標準化の取り組みを阻害するものではございません。

各企業においては引き続き標準化の取り組みを進めていただきますようお願いいたします。

オブジェクトが有する属性情報につい

て、項目・属性 ID・ 入力方法等を標準

化し、データの在り処を共通化

データ連携の基盤となるフォーマット

を整備するとともに、受け渡しのプロ

セスと手法を確立

属性情報の標準化を踏まえ、オブジェ

クトを単位とした外部データとの連携

や運用・マネジメント手法を確立

属性情報の標準化 外部データとの連携ソフト間での連携

「標準属性項目リスト」は、「用語の定義」と「用語のマッピング」を目的としており、辞書的な活用を可能

とするものです。 将来的には、使い方の例示（ユースケース）を増やして、ソフト間及び外部データとの連携

の指針として提示する予定です。

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF 辞書について

用語の

整理

辞書の

作成

使い方の

例示

本タスクフォース における「 辞書」とは

今回提示する「標準属性項目リスト」は、各分野で使用されている用語を整理し、属性情報を利活用する際の

辞書的な位置付けとして意匠・構造・設備を網羅的に取りまとめています。

• 用語の定義＝標準属性項目リストの用語（属性項目名）の定義（説明・備考等）を確認し理解できるもの。
• 用語のマッピング＝標準属性項目リストの属性 IDを介し、組織間の用語のマッピングが可能になる

① 同じ「幅」という用語を使っているが、示している場所が異なる。

② 標準属性項目リストの「開口幅」の解説から、 A社の社内標準用語の「幅」であることが分かる。

③ 標準属性項目リストの属性 IDを介することで、 A社の「幅」が B社の「 W」であることが分かる。
※より詳細な説明は「解説書」にて記載を行いますが、すべての属性に対して検討を行ったわけではないため、④のように標準属性項目リストに記載のないものもあります

A社
社内標準用語「幅」

GUID＝000000

B社
社内標準用語「 W」

GUID＝000000

標準属性項目リスト
「開口幅」

GUID＝000000

④

有効幅

幅

幅 W②

①

③

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

改訂
標準化タスクフォースの目的

スコープ
以下のスコープで検討を進めています。今後の連携データの検討においては、フォーマットの検証とともにサンプルモデルを

ベースに検討を進めています。完成ではなく継続して更新するものであり、広く使われることで大きな効果を発揮します。

連携データ

標準属性項目リスト オリジナルデータ 連携データ ユースケース対象

ソフト - A

ソフト - B

ソフト - C

ソフト - X

確認申請/審査

概算・積算

メーカー

ケース - X

標準

属性項目   

リスト

標準データセット

（意匠・構造・設備）

継続検討

1. IFCのみ

2. IFC + α

3. CSVなど

解説書概要書

属性ID

フィルタ

BIMに関連するすべ

てのソフトウェア

外部データの位置修正

ユースケースのフィルタ

各項目との関連性を修正

外部データ - B外部データ - B 外部データ - C 外部データ - X

属性ID

フィルタ

MET

フィルタ

標準属性項目リストの概要書
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標準属性項目リストの位置付け2
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標準化TF

改訂
標準属性項目リストの位置付け

標準属性項目リストの構成

概要書 属性項目解説書標準属性項目リスト

• 標準属性項目リスト

ロングリスト

• 統合版（意匠 /構造/設備）

• 施工・製作版

付属

• 簡易使い方解説

• 改訂説明・凡例

標準属性項目リスト

概要書

（ PDF）
標準属性項目リスト

（ Excel）

標準属性項目リスト

（ Excel）

標準属性項目リスト

（ Excel）

標準属性項目リスト

（ PDF/Excel）

属性項目解説書

（ Word）

属性項目解説書

（ Word）

属性項目解説書

（ Word）

属性項目解説書

（ PDF）

• 解説書

0.  共通

1. 意匠

2. 構造

3. 設備

（本資料）

※「施工・製作」における工種別は、ユースケースの一部としてとりまとめるため、案（ Ver1.0）ではユース

ケースの参考として提示いたします。

属性情報の標準化として、網羅的且つ辞書的に使用する ｢標準属性項目リスト ｣の整備を進めてまいりました。

アウトプットとして、 ｢標準属性項目リスト ｣だけではなく、各属性項目の説明をまとめた ｢属性項目解説書｣と

全体の流れをまとめた ｢概要書（本書） ｣及び使用している「用語集」の 4つのドキュメントを公開いたします。

用語集

標準属性項目リスト

用語集

（ PDF）

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

標準属性項目リスト

標準属性項目リストの位置付け

標準属性項目リストの作成の前提と解説書

フィルターセット

セットで使用いただくことで、取りまとめの背景や作成の意図、各属性項目に対

する考え方などが網羅的に理解いただけます。

標準属性項目リストの項目数は膨大な数となりますが、入力が必要な項目はユー

スケースに合わせて選択します。選択した項目数が多くなる場合がありますが、

それらの項目はこれまでの業務フローにおいても設計図書等のどこかに記載・表

現されていたものであり、 BIMやデータベースを活用した業務フローによって新

たに追加された項目ではありません。

建築設計三会カテゴリ別パラメータリスト
（設計 BIMワークフローガイドライン建築設計三会 (第1版)）

BLCJ_BIMオブジェクト標準 Ver.2.0

パラメータリスト

新たに設定したカテゴリ・オブジェクト

共通フィールド

参照資料

個別フィールド

属性項目解説書

共通事項

属性項目の解説

標準属性項目をリストとして

整理し、まとめたもの

標準属性項目リストの項目が

何を指しているのかの説明書

ソフトユーザー会が提供する

サンプルモデルの属性項目

民間企業で実装されている属性項目や各設

計事務所が社内活用している属性項目

その他関係団体などで公開している属性項

目リスト

公共建築工事標準仕様書、建築工事標準仕

様書（ JASS）等の仕様書

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

標準属性項目リストの位置付け

標準属性項目の前提条件｜誤解をされやすい項目

事前に協力団体から意見聴衆を実施し、頂戴したご意見を元に、特に誤解されやすい内容について補足説明をさせていた

だきます。

標準属性として必要な

｢共通フィールド ｣とリス

トの利便性を向上させる

ための｢フィルタセット ｣

から構成されています。

ヘッダの構成

1

属性項目を一意に識別す

るために属性 IDを割り振

りを行いました。属性 ID

は識別するための値のた

め、その値自体は意味を

もちません。

属性ID

2

標準属性項目リストは属

性項目の標準化を行うも

ので、分類体系を規定す

るものではありません。

分類体系

3

部位別に整理したものを

工種別に振り分けていく

ため、その紐づけに関し

ては今回の成果物には含

まれません。

部位別と工種別

4

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

改訂

検討チーム 階層1-1 階層2-1 区分1 属性ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語） データタイプ 単位 入力値（参考例） 属性項目説明 個別フィールド ・・・

意匠 ドア 識別情報 建具形式 文字列

意匠 ドア 識別情報 建具形式_説明 文字列 親子開き

意匠 ドア 識別情報 建具種類 文字列 SD/LD/WD/SUSD

意匠 ドア 識別情報 建具番号 文字列 101

意匠 ドア 識別情報 内外区分 選択項目 内部/外部

意匠 ドア 図面情報 備考 文字列

意匠 ドア 寸法情報 高さ 長さ 900

意匠 ドア 寸法情報 必要有効高さ 長さ 2000

意匠 ドア 寸法情報 必要有効幅 長さ 900

意匠 ドア 寸法情報 幅 長さ 1800

意匠 ドア 寸法情報 有効高さ 長さ 2000

標準属性項目リストの位置付け

誤解をされやすい項目：① ヘッダの構成 – 共通フィールド

区分5 属性ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語） データタイプ 単位 入力値（参考例） 属性項目説明 個別フィールド

1234567890 ・・・ 幅 Wide 長さ mm 1800 建具寸法の幅を示す  ・・・

フィルタセット

分類体系を規定するものではなく、

特定の属性項目を抽出するために使

用するフィルタセットです。

共通フィールド

すべての検討チームにおいて、共通する基本的なフィールドです。

下記フィールドにて構成しています。

個別フィールド

検討チームごとに共通フィールド以

外に必要とされる個別のフィールド

です。

共通フィールド

① 属性ID・属性項目説明

• 属性項目に対し、固有で付与する IDであり、属性項目説明にて IDの位置づけを判断するフィールド

② 属性項目名（日本語・英語）・データタイプ・単位・入力（参考例）

• 属性項目の設定基準となる最低限のデータセット

• 名称については日本語と英語を設定するが、オリジナルデータの属性項目名称との関連性はなく、任意の名称として扱う

• 英語表記については、既にあるものを採用 ※検討チーム間での統合・精緻化について別途今後の対応を検討中のため、今年度は未掲載

① ②

属性項目リストを構造化データとしてデータベース活用できるよう、ヘッダを検討チーム間で統合しています。

共通フィールド が標準属性項目の共通となる部分であり、その後に各検討チーム毎に必要なフィールドを結合しています。

①

標準属性項目リストの概要書
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標準化TF

改訂

個別フィールド

標準属性項目リストの位置付け

誤解をされやすい項目：① ヘッダの構成 – フィルタセット

検討チーム 階層1-1 階層2-1 区分1 属性ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語） データタイプ 単位 入力値（参考例） 属性項目説明 個別フィールド ・・・

意匠 ドア 識別情報 建具形式 文字列

意匠 ドア 識別情報 建具形式_説明 文字列 親子開き

意匠 ドア 識別情報 建具種類 文字列 SD/LD/WD/SUSD

意匠 ドア 識別情報 建具番号 文字列 101

意匠 ドア 識別情報 内外区分 選択項目 内部/外部

意匠 ドア 図面情報 備考 文字列

意匠 ドア 寸法情報 高さ 長さ 900

意匠 ドア 寸法情報 必要有効高さ 長さ 2000

意匠 ドア 寸法情報 必要有効幅 長さ 900

意匠 ドア 寸法情報 幅 長さ 1800

意匠 ドア 寸法情報 有効高さ 長さ 2000

フィルタセット

分類体系を規定するものではなく、

特定の属性項目を抽出するために使

用するフィルタセットです。

共通フィールド

すべての検討チームにおいて、共通する基本的なフィールドです。

下記フィールドにて構成しています。

検討チームごとに共通フィールド以

外に必要とされる個別のフィールド

です。

フィルタセット は閲覧性及び検索性を高めるために付与しているもので、分類体系を規定するものではありません。

フィルタセットは現在、単一の記述内容に統合しており、 Excelなど表形式で管理する目的において有効です。一方、抽出する目的は様々であり、目的に応じ

てヘッダ情報は異なることも考えられます。現在の表示は統合されたヘッダ情報となっていますが、将来、標準属性項目リストがデータベース化された際に

は、目的に応じて複数のヘッダが登録出来る形を想定しています。

検討チーム 階層1-1 階層1-2 階層1-3 階層1-4 階層1-5 階層2-1 階層2-2 階層2-3 階層2-4 階層2-5 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 属性ID

意匠 ドア 寸法情報 ・・・

フィルタセット

① 検討チーム

• 属性項目を検討したチーム名（意匠・構造・設備） …今回は、プロジェクト情報など建物の基準となる属性項目についても検討したチームの記載

② 階層1-1～5・ 2-1～5・区分 1～5

• 属性項目の閲覧性及び検索性を高めるために付与した階層および区分設定

‐ ②-1：オブジェクトの種類を示す階層 …属性項目が何かの種類に限定されていないものが多いため、階層 1までの設定が多い

‐ ②-2：オブジェクトの部分を示す階層 …階層1にてどこを示しているか判定可能な場合は、必ずしも値が入力されてはいない

‐ ②-3：オブジェクトの分類とは別に、属性項目の特性に合わせて仮に区分を定めたもの

① ②-1 ②-3②-2

標準属性項目リストの概要書
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属性ID 属性項目名（日本語） 属性項目名（英語） データタイプ 単位 入力値（参考例） 属性項目説明

1234567890 ・・・ 幅 Wide 長さ mm 1800 建具寸法の幅を示す  

標準属性項目リストの位置付け

誤解をされやすい項目：② 属性ID

標準属性項目リストを、網羅的な辞書データベースとして広く利活用するために、インデックスを属性 IDとして規定します。

これにより、各社で属性項目名称は自由に設定することができるため標準化への制約を少なくすることができると考えています。

属性IDについては、検討チーム間での精緻化を行っておりますが、一部検討項目が残っているため、今後も更新の可能性があります。

属性ID

1234567890 ・・・

属性項目名（日本語）

幅

入力値

1800

属性ID

1234567890 ・・・

属性項目名（日本語）

建具_幅

入力値

1800

属性項目名をインデックスにすると表記の統一が必須となり制約が多くなる

属性項目名の表記ゆれにより、異なる属性項目として認識されてしまう

属性IDをインデックスにすることで、データベース的に利活用する場合の制約が少なくなる

属性IDで一意に識別することで、ソフトや入力者が異なる場合でも同じ属性項目として認識される

共通フィールド

標準属性項目リストの概要書
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標準属性項目リストの位置付け

誤解をされやすい項目：② 属性ID

属性IDの付与について
現状の「標準属性項目リスト」において、各チーム間での重複をチェックし、「 BLCJオブジェクト標準 V2.0」などの標準仕様において、既に規定されて

いる IDは属性IDに転記し、その他の全属性項目に属性 IDを付与いたします。

属性項目の重複チェック 属性IDの付与

意匠 柱 耐火性能

意匠 昇降設備 速度

意匠 柱 X方向幅

意匠 窓 気密性能

構造 S柱 耐火性能

設備 ELV 速度

構造 RC柱角形 柱頭X幅

施工 AW 気密性能

整合チェックチームによる横断的な精査 リーダー会にて共有・検討

統合する

両方に残す

同じ属性を表す項目について

統合して重複を避ける

異なる属性を表す項目などは

双方に残して理由を記載する

例）柱幅

意匠：仕上げを含む幅を表す

構造：躯体の幅を表す

重複項目の精査

リーダー会にて共有・検討

統合する

両方に残す

同じ属性を表す項目について

統合して重複を避ける

異なる属性を表す項目などは

双方に残して理由を記載する

例）柱幅

意匠：仕上げを含む幅を表す

構造：躯体の幅を表す

既存IDとのマッチング

BLCJ V2.0などの IDを属性 IDとマッチング

標準属性項目リスト

属性ID 属性項目名

12346 耐火性能

X方向幅

12345 速度

気密性能

BLCJオブジェクト標準

属性ID 属性項目名

12345 速度

12346 耐火性能

12347 ・・・・・

12348 ・・・・・

全ての属性項目に属性 IDを付与

標準属性項目リスト

属性ID 属性項目名

12346 耐火性能

00123 X方向幅

12345 速度

00124 気密性能

1. 各検討チームにおける属性項目で重複

していると思われる項目を全て抽出

2. 重複している項目の内容を精査し、重

複していると思われる項目を全てリス

トアップ

1. 重複項目の精査

2. 対応方法の確定

対応内容

・統合する物

・両方に残す物

1. BLCJオブジェクト標準で規定

されている属性 IDを対象項目

にマッチングを行う

1. 属性IDが空白の項目に

対して、ユニークな ID

番号を乱数的に発生さ

せて入力を行う

※意匠・構造間で一部精緻対応いたしましたが、今後もチーム間での精緻化は継続して更新される予定

標準属性項目リストの概要書
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SL

EF

Ss

構造フレーム

垂直面材

水平面材

防水・防湿部材

垂直移動経路

ユニット

植栽

昇降機

Pr

PM

PC

Zz

標準属性項目リストの位置付け

誤解をされやすい項目： ③分類体系

建築物や建築関連の国際的な分類体系としては、 ｢Uniclass ｣・ ｢OmniClass ｣など目的や国・地域によって異なる複数の分類

体系が存在します。標準属性項目リストの部位別の区分を ｢Uniclass ｣などの分類体系に当てはめた場合、

重複するものなどが存在するため、標準属性項目リストでは、現時点では分類体系の規定は行っておりません。

物質や機能を分類（建物の構成要素を分類）空間の性質を分類（建物・部屋の性質を分類）

Ac – Activities
空間や建物で行われる活動

Co – Complexes
プロジェクト全体（複数の建物の集合体）

En – Entities
単体の建物、施設、工作物

SL – Spaces/Location
単体の建物内の部屋の用途

EF – Elements & Functions
エレメントと設備機能

Ss – Systems
システム

Pr – Products
プロダクト

設備基礎 設備架台 Exp-J

点検口･MH 笠木

ﾀﾀﾀﾀﾀ 手摺

雨水を排水する樋

ﾀﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀ 昇降機

衛生器具

家具

地形

舗装 外構排水

塀地上植栽

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ ﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ 窓

ﾀﾀﾀﾀﾀ

部屋 ﾀﾀﾀﾀ領域

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ
情報

位置

柱 屋根

床

庇

天井階段/ﾀﾀﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀ

梁

壁

防水

断熱

仕上

耐火被覆 目地

設備基礎設備架台Exp-J

点検口･MH

笠木

タラップ

手摺

雨水を排水する樋

ﾀﾀﾀ衛生器具 家具

舗装

外構排水

塀ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ ﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ

窓ﾀﾀﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀ 位置

柱

屋根

床

庇

天井

ﾀﾀﾀﾀ

昇降機

地形

地上植栽

ﾀﾀﾀﾀ領域

ﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀﾀ
情報

階段/ﾀﾀﾀﾀﾀ

ﾀﾀﾀﾀﾀ

梁

壁

防水

断熱

仕上

耐火被覆

目地

部屋

仕上

防水

断熱

仕上

断熱

点検口･MH

舗装

標準属性項目リストの部位を Uniclass にマッピング

※赤字：重複して使用される項目

（参考） Uniclass における分類体系

標準属性項目リストの部位別の一例（意匠）

標準属性項目リストの概要書
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標準属性項目リストの位置付け

誤解されやすい項目：④  部位別と工種別

施工段階における専門工事会社やメーカーへのデータ連携は、意匠・構造・設備検討チームが纏めた設計段階における標準属性

項目リストを活用する重要なユースケースの一つです。

一方で、施工段階においては専門工事会社やメーカーを工種別に区分けして業務を進める事が多いため、施工における属性項目

リストを検討する上では工種別での整理が必要です。現状、属性項目における部位別と工種別の紐づけについて検討を進めてい

る所であり、その取っ掛りとして「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和 4年版」の章名をベースに施工・製作段階（ S5)

に必要な属性項目の収集を行っています。

建築 1.直接仮設

2.土工

3.地業

4.鉄筋

5.コンクリート

6.型枠

7.鉄筋

8.鉄骨

9.既製コンクリート

10.防水

11.石

12.タイル

13.木工

14.屋根・とい

15.金属

16.左官

17.建具

18.カーテンウォール

19.塗装

20.内外装

21.ユニット他

22.発生材処理

杭(既製・場所打ち )

標準属性項目リストの概要書
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標準属性項目リストの使用方法3
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追加

BIM

モデル

＋

情報

要求事項に対する整理と調整

4

幾何形状

属性情報
モデル

提供者

Ex) 設計者(部門間)・施工者 ・メーカー等

データベース

アナログ情報

標準属性項目リストの使用方法

ユースケースにおける連携データの要求と受け渡しの流れイメージ

標準属性項目リストの概要書

図式化とデータジャーニーの言葉の定義を明文化する

①目的・やりたいことを整理して記述する

要求者がユースケースに応じて、目的や作成したい

ものやことを明文化する

②成果物に必要なデータを抽出して具体化

※ここでデータジャーニー雛型を活用する

アウトプットとして必要なデータを抽出し整理する

情報種別・タイミング・登場人物・受け渡し方法等

を明確にする。属性情報についてはリストを

活用。要求者と提供者がチームの場合、一緒にデー

タジャーニーを作成し、やり取りを明確にする。

受け渡しする際のフォーマットや方法も記述する

③明確に要求を提示

データ提供者に対して、要求書として明示する。提

供者が複数に及ぶ場合は、各々に取り決める。

④要求事項に対する整理と調整

要求事項に対して、プロジェクトの情報から必要な

データを整理・調整し、受け渡しの準備を行うBIM

モデルに格納すべき情報を整理する。

⑤要求に対して必要十分なデータを受け渡し

要求事項に対して、定められたタイミングに応じて

データを受け渡す。要求事項に対して、データがど

こにどうやって整理されているかの説明が

あることが望ましい。

⑥要求通りか受領データを検証

要求者は、受け取ったデータに過不足がないか、

要望に合致しているかを確認する。不足や勘違いが

あった場合は、データ提供者にフィードバックし、

修正を依頼する

ユースケース＝目的ごとに受け取る側の要求を明確に示す必要がある。ただ現状は明確に提示する手立てが不足している。

ユースケース検証を踏まえて、データやり取り時のフォーマット”雛型”として整備し活用することで、明瞭な記述のもと、関係者間での

齟齬をなくし、合意してやりとりできる環境を整備したい。 部門間での取り決めやEIRの一部として想定。

（参考：26年度成果報告書：ユースケース整理方針検討チームp191）

連携

データ

Ex) 建築主・施工者・設計者・審査機関…等

必要属性項目

幾何形状

属性情報

外部図面情報

データベース

アナログ情報

情報種別

目的の

記述

1

具体化2

受け渡し5

モデル

要求者
要求を明示化

データを受け渡し

要求者の情報整理・要求の明示

データジャーニー雛形

ユースケースに応じて
作成したいものやこと

要望をまとめる際に

“雛型”を活用する

…目的 …いつ発生するか …登場人物 …受け渡し方法

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

BIM内の

全属性情報

必要となる

属性項目

ユースケース

イベント イベント

必要に応じて、

一部を取り出し

要望まとめ

要求書として明文化

要求に従って

必要十分なカタチで

タイミング

要求3

バリデーション

（検証）

6

データ種別/粒度/タイプ…リストから選択…
※データベース実装の後、
今後プリセット化を検討

要求していたデータと
なっているか確認し、

不足や勘違いがあった

場合はフィードバック

受け渡しの具体化

METのひな形（ 次頁3. ）

データジャーニーの検証 （ 次頁2. ）

OIR

AIR

PIR

EIR

BEP

TIDP

MIDP

MET

やり取りを METとして具体化

ユースケース

修繕計画 資産管理 IoT連携 Net Zero 改修プラン AI連携

Revitデータから抽出される属性項目

ユースケースとステージに応じて必要となる項目

BIMモデル

METとしてユースケースごとに情報連携の取り組み方を整理

関係者間で共有することで設計情報の活用を促進

要求事項（ EIR）に対し BEP（ BIM実行計画）が満たされているか把握

発注者 DR 積算担当者 現場所長 協力会社 AI
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追加

情報提供者としての属性項目リストの使い方

標準属性項目リストの使用方法

データ受け渡しにおける標準属性項目リストの使用イメージ

標準属性項目リストの概要書

一度作成したら同一のユースケースで使用可能

1. ユースケースの選定

誰が情報を使用してどんな業務を行うかというユースケースを選定する

（例）積算担当者が内訳明細書を作成するために利用する

2. データジャーニーを通した要求項目の整理

必要な情報種別などを確認しながら、属性については 標準属性項目リストから

利用する情報項目をフィルタを使用して抽出するなどで整理し、特定する

3. METを作成する

必要な標準属性項目に対して、 ステージや役割分担などの 情報を付与し、

METを作成する

4. METに従って情報を付与する

説明書き
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改訂

属性情報

標準属性項目リストの使用方法

データジャーニー例｜ S2における積算ユースケース

設計モデルから積算業務に連携するユースケース

ステージ

設計者（意匠・構造・設備 他） 積算担当者ロール

S2：基本設計

BIMソフトウェア Aソフトウェア 表計算ソフトウェア / 積算ソフトウェア A

基本設計モデルの作成

積算用資料

設計BIMモデル

属性

設計モデル属性

から抽出した

属性情報

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

A’
●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

●ーーー

A

設計業務に必要な

属性データセット

設計から利用できる

属性データセット

特記仕様書など

●ーーー

●ーーー

●ーーー

B

BIMモデル属性以外の

データセット

その他情報

＋

• 工事費

• 内訳明細
施工計画等

●ーーー

●ーーー

●ーーー

C

設計図書に記載の

建物を作る為の情報

外部DB
●ーーー

●ーーー

●ーーー

D

外部の情報と連携が

必要な情報（単価情報等）

＋

BIM

Model

基本設計図

ソフトウェア間で異なる属性名称などを紐付ける

ためのキーとして標準属性項目リストの属性 IDを

利用する

標準属性項目リストの概要書
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追加
標準属性項目リストの使用方法

具体的な使用イメージ例｜フィルタにより抽出

標準属性項目リストの概要書

フィルタ：必要な情報を抽出するために階層や区分を記述しており、ユースケースに対して必要な情報が抽出可能なように使うことを想定

している。例えば積算での利用を想定した場合に、以下の図に示すような内訳明細（ 2024年度標準化TF報告書参照）では、 S2段階で必要

とする情報 と、 S4段階で必要とする情報 が異なることがわかる。これを属性情報に置き換えると、 S2段階では間仕切りの情報は「軽鉄間

仕切り（一般）」を表す 符号「 L1」を必要としており、 S4段階ではこの 符号「 L1」の仕様情報として、スタッドや開口補強、石膏ボード

の各概要に示される詳細項目を必要としていることがわかる。

フィルタ
セット▼

属性ID
属性項目名
（日本語）

データタ
イプ

単位
入力値
（参考
例）

属性項目説明
S2
積算

S4
積算

88b34f75-58b3-
4417-9dac-
2196e86530b2

符号 テキスト L1
壁の種別分けを
するための符号
を示す

A A

0e80e35d-
74e7-4426-
8c86-
b188e5c90a2a

認定番号 テキスト
FP000BP
-0000

耐火、遮音等の
認定番号を示す A

5a2e2885-
9a74-42bf-
89d8-
e4e54decf4de

容積 実数 m3 2
全体の容積を示
す

28f0598d-4597-
4ec1-bb1a-
ff8d36e0ed0c

下地_ 防火性
能

テキスト 準不燃
下地材の防火性
能を示す。 A

5d7c8afa-a0ce-
4fe5-93ee-
43f509c1365f

仕上げ_種類 テキスト
ビニール
クロス

仕上げ材の種類
を示す

7744471d-fcdf-
40fe-86a5-
f406b2613b2f

仕上げ_防火
性能

テキスト 準不燃
仕上げ材の防火
性能を示す。

c1ad713b-
0d59-4455-
abec-
1bb643da2463

遮音性能 テキスト TLD-70
壁の遮音性能を
示す

342f4fe6-a8c7-
4f8b-be43-
28e9cc01b4f6

耐圧性能 実数
N/m
2

1000

風圧やガス系消
火設備等の防護
区画等で必要な
耐圧性能を示す

154efc47-5313-
4b82-9050-
8a627e160356

耐火性能 テキスト
1時間耐
火

耐火性能を示す A

162f50f0-2ce3-
46c9-83b4-
df29dfef4154

耐力区分 テキスト 耐震壁
構造体の耐力区
分を示す

5006f544-7c8b-
45fb-a782-
8fbd7e7ddc4c

熱貫流率 実数
W/m
2･K

0.3 熱貫流率を示す

科目 中科目
小科目

(細科目)
細目

S0 S1 S2 S4

内部仕上工事 延床面積 m2

間仕切面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L1 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

軽鉄間仕切（一般）L2 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @455 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：石膏ボード T12.5　目地処理共 面積 m2

耐火遮音間仕切（性能）L3 S12・WI 間仕切面積 m2

金属：軽鉄間仕切 65型 @303 間仕切面積 m2

開口補強 65型用 開口補強長さ ｍ

内外装：強化石膏ボード T12.5+12.5　目地処理共 面積 m2

内外装：グラスウール 24㎏/m２　T50 面積 m2

内外装：四周シール 長さ ｍ

間仕切

建築工事－内部仕上工事－内訳明細

摘要 数量 単位

S2内訳
明細細目

S４内訳
明細細目

合成単価

内部仕上工事ー間仕切工事 内訳明細

S2段階で必要な情報

S4段階で必要な情報

S4段階の積算に必要とされる詳細項目は、標準属性項目リストのう

ち、「 認定番号」や「 下地_防火性能」、「 耐火性能」などから算出

することが可能なため、 S4段階のフィルタには、 S2段階のフィルタ

にこれらの属性が加わる。



よろしくお願いいたします

標準化タスクフォース
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